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Q，A 不透水層の設計法に

つ い て

　　　　　G ．L，− 50　m ま で 砂質土 が確認 されたが，

Q　　　　そ れ 以下 の 土質 は 不 明 （不透水層 は未確認）

　　　　で あ る 。 地 下 水 位 を G ．L ．− 5m 〜− 10m に

下げ る場合，不透水層 の取 り方な ど設計思想を 教 え て

くだ さ い 。

　　　　地 盤 掘 削 工 事 な どで 地 下 水 処 理 を 目的 と して 実

A ・ ・ れ ・ 地  査 ・ 胴 象蹴 地 繍 成 （帯

　　　水層構成） や 地 下水 位 （地下水圧）分布を確認す

る こ とが最 も重要 に な ります。す な わ ち ， 地 盤掘削底面

以 下 の 帯水 層 と不 透 水 層 の 構成 （分布，層厚，地下水 の

連続性） を 明らか に す る こ とが 必要 で す。地 盤 掘 削底面

以下の 地層 に お い て ， 明確 な 不 透 水層が存在 しな い 場合

に は，文献な どに よれば，

　（1） 地 盤調査 は，少 な く と も地 盤掘削深さの 2〜3 倍

　　 の 深度 まで 行 う 。

　  透水係数 が 2 オ
ーダー

程度低 い 地層を 確認す る

　　ま で 行う。

とあ り ま す。言 い 換 え れ ば，地 盤 掘 削 深 さ の 2〜3 倍の

深 さ の 地 層 部 分 ，あ る い は ，透水係数 が 2 オ
ーダー程

度以 上低い 地層 は，不 透水層境界 と して 取 り扱 うこ とが

で きる と も考え ら れ ます。質問内容で は，地盤 の 浸透特

性や揚水期間，井戸構造，水位低下をさせ る掘削面積 は

不 明 で すが，水位低下量 は 5m で あ る の で，揚水 に よ

る 地 下 水 流動 へ の イ ソ パ ク トは さほ ど 大 き く な い

（G ．L ．− 50　m 以深 に は 伝播 しな い ） と考 え ら れ ま す。

した が っ て，G ．L ．− 50m を不 透水層境界 と して 考 え て

も良 い の で は とも思われます 。

　 しか しな が ら，沖積平野の 多い 我が国で は ，

一
般 に 多

層帯 水 層 の 様相 を 呈 して い る場合が 多 く，必 ず しも上 記

の ように 単純 に は 推定で きず，次の よ うに 考 え られ ま す。

　（a ） 地 下水低下施 工 の 実施 に際 して ， 実際の 必 要揚水

量 およ び 地下水 の 影響領域は 現場 で 揚水試験 を実施 して

み な け れ ば わ か らな い。

　（b＞ 実際 の 地 盤 は不 均 質な た め，透 水 性の 低 い 層が挟

み層的に 存在す る。こ の ような複雑 な地 盤構成 に お け る

地下水流動 を評価す る た め に は，電気検層が 有用 で あ り ，

そ の 結果を用 い て 揚水試験 を行 うこ とが 望ま しい 。

　以 上 の 考察か ら，地 下水低下 施 工 （デ ィ
ープウ ェ ル な

ど） を行 う場合 に は，地 盤調査項 目に お い て ， 揚水試験

は不 可欠 で ある と結論付け られ ます 。 そ の 場合 に は，実

際 の 地 下 水 低 下 施工 に 近 い イ ン パ ク ト （揚水 流量 ま た は

水 位低下量） で 実施 し，多深度 で の 地 下 水 挙動 を計測す

る こ とが重要 で あ る と思 わ れ ま す。
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抜群の 強度と施工性に優れたジオグリッFe
　　　　　　　高強度盛土補強材
建設大 臣認定 機関　土木研 究セ ンタ

ー
　土木系材料技術

・
技術審 査証 明取得 品

　　　励 ラ『
軟 弱地 盤 表 層処理 工、高盛土補強工に使用さ れ て き た、ブラ スチック

ネッ トの 長 所をさ らに グレ ードア ップした補 強資 材。

　　　　　 ● 高強度で 伸びが 小さ い 。
　 　 　 　 　 ●格子状で 土中引き抜き抵抗が大き い。
　 　 　 　 　 ●軽量で施工性に優れ る。
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